
　

旧
暦
の
３
月
は
「
弥
生
」
と

呼
ば
れ
、
草
木
が
い
よ
い
よ
生

い
茂
る
月
と
い
う
意
味
だ
そ
う

で
す
。
寒
さ
が
次
第
に
緩
み
、

草
木
が
芽
を
吹
き
、
冬
か
ら
春

へ
季
節
は
移
り
変
わ
っ
て
い
き

ま
す
。

　

春
と
い
う
言
葉
は
、
物
事
の

始
ま
り
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
卒
業
式
、
そ
し

て
入
学
式
が
行
わ
れ
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
新
た
な
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
に
な
り

ま
す
。
春
は
ま
さ
に
、
人
生
の

節
目
の
季
節
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。

　

さ
て
、
市
で
は
、
本
市
の
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
を
願
い
、
教
育
環
境

の
整
備
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

特
に
、
学
校
施
設
な
ど
の
安

全
・
安
心
の
面
で
は
、
耐
震
性

「
未
来
に
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」
⒇

本
宮
市
長　

佐
藤
嘉
重

の
確
保
が
重
要
と
考
え
、
本
年

１
月
に
策
定
し
た
『
学
校
施
設

等
耐
震
化
推
進
計
画
』
に
基
づ

き
、
財
政
計
画
と
の
整
合
性
を

図
り
な
が
ら
、
計
画
的
に
実
行

に
移
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

市
内
に
は
、
市
立
の
保
育
所

と
幼
稚
園
が
そ
れ
ぞ
れ
５
施

設
、
小
学
校
７
校
、
中
学
校
３

校
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

う
ち
、
昭
和
56
年
以
前
に
建
て

ら
れ
た
施
設
（
全
22
棟
）
が
耐

震
化
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
該
当
施
設
の
耐

震
診
断
を
行
っ
た
結
果
、
14
棟

の
建
物
で
耐
震
化
工
事
の
必
要

性
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
今

後
、
優
先
度
を
考
慮
し
、
平
成

33
年
度
ま
で
に
耐
震
化
率
１
０

０
％
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
施
設
な
ど
の
大

規
模
補
修
も
併
せ
て
行
い
な
が

ら
、
安
全
で
快
適
な
教
育
環
境

を
実
現
し
、「
豊
か
な
心
と
創

造
性
あ
ふ
れ
る
人
材
育
成
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

　

職
員
の
あ
い
さ
つ
徹
底
を

■
朝
の
市
役
所
は
さ
び
し
い
の

で
、
あ
い
さ
つ
運
動
を
し
て

ほ
し
い
。

▽
総
務
課
か
ら

　

職
員
の
あ
い
さ
つ
に
つ
い
て

は
、
課
長
会
議
で
徹
底
す
る
よ
う

指
示
し
て
い
ま
す
が
、
再
度
指
示

し
ま
す
。

　

広
報
紙
が
届
か
な
い

■
ア
パ
ー
ト
に
広
報
紙
を
届
け

な
い
の
は
な
ぜ
で
す
か
。
ご

み
の
収
集
日
も
わ
か
ら
ず

困
っ
て
い
ま
す
。

▽
秘
書
広
報
課
か
ら

　

市
の
配
付
物
は
、
町
内
会
・
行

政
区
を
通
し
て
配
付
し
て
い
ま

す
。
町
内
会
・
行
政
区
に
加
入
さ

れ
て
い
な
い
方
の
た
め
に
、
市
役

所
、
白
沢
総
合
支
所
、
公
民
館
、

え
ぽ
か
な
ど
の
公
共
施
設
に
広
報

紙
等
を
備
え
つ
け
て
い
ま
す
の
で

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　

臨
時
休
校
の
お
知
ら
せ
が
遅
い

■
昨
年
10
月
の
台
風
に
よ
る
臨

時
休
校
の
際
、
防
災
無
線
の

お
知
ら
せ
が
遅
す
ぎ
ま
し

た
。
早
急
な
判
断
と
早
め
の

周
知
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
幼
保
学
校
課
か
ら

　

各
学
校
と
関
係
機
関
と
も
協
議

し
、
午
前
７
時
10
分
に
臨
時
休
校

の
お
知
ら
せ
を
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
学
校
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
密
に
し
て
、
混
乱
を
招

か
な
い
よ
う
に
し
ま
す
の
で
、
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

水
銀
灯
・
蛍
光
灯
の

　
　
　
　
　

 

早
期
交
換
を

■
市
民
プ
ー
ル
の
水
銀
灯
や
更

衣
室
の
蛍
光
灯
を
早
期
に
交

換
し
て
ほ
し
い
。

▽
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

蛍
光
灯
が
切
れ
て
、
利
用
者
の

方
々
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
、

大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

切
れ
て
い
た
蛍
光
灯
は
早
急
に

取
り
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

な
い
よ
う
に
早
急
な
対
応
を
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
水
銀
灯
に
つ
い
て
は
遊

泳
上
問
題
が
な
い
程
度
に
間
引
き

し
て
節
電
し
て
い
ま
す
の
で
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

高
齢
者
に
仕
事
を

■
60
歳
以
上
の
人
も
仕
事
が
で

き
る
よ
う
各
企
業
に
通
知
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
商
工
労
政
課
か
ら

　

60
歳
を
超
え
た
皆
さ
ま
の
就
労

対
策
に
つ
い
て
は
大
切
な
事
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
各
企
業
に
は

定
年
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
高

齢
者
の
雇
用
に
つ
い
て
は
大
変
厳

し
い
状
況
に
あ
る
も
の
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
本
市
で
は
、
高
齢
者
の

皆
さ
ん
の
経
験
・
能
力
を
活
か
し

て
い
た
だ
く
た
め
㈶
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
し
て
い
ま

す
。
60
歳
以
上
で
健
康
で
働
く
意

欲
の
あ
る
方
に
働
い
て
い
た
だ
く

た
め
、
会
員
と
な
ら
れ
て
活
躍
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
就
労

に
関
す
る
ご
相
談
に
つ
い
て
は
、

商
工
労
政
課
に
相
談
窓
口
を
設
置

し
て
お
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご

利
用
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　本宮市では、市政に対する皆さんのご意見、ご
要望やご提案を伺うために各施設に提案箱を設置
しています。また、市ホームページのアンケート、
電子メールなどでも受け付けています。
　これまでに皆さんからお寄せいただいたご意
見、ご提案などを皆さまからの「声」としてお知
らせします。なお、紙面の都合上要約した内容と
なっていますのでご了承ください。

広聴のコーナー

皆
さ ん

の
声

安心のお手伝い…

福島県市民交通災害共済
　平成22年度の加入者を募集中です

■
加
入
資
格

　
　

本
宮
市
に
住
民
登
録
・
外
国
人
登

録
を
さ
れ
て
い
る
方

■
共
済
期
間

　
　

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
23

年
３
月
31
日
（
年
度
中
途
加
入
者
は
、

加
入
日
の
翌
日
か
ら
平
成
23
年
３
月

31
日
）

■
会　
　

費

　
　

年
間
ひ
と
り
５
０
０
円

　
　
（
中
途
加
入
の
場
合
も
５
０
０
円
）

■
申
込
方
法

　
　

行
政
区
を
通
し
て
各
世
帯
に
配
布

し
た
申
込
書
に
会
費
を
添
え
て
、
行

政
区
長
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
く

か
、
本
宮
市
役
所
生
活
安
全
課
、
白

沢
総
合
支
所
、
白
岩
出
張
所
へ
直
接

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
共
済
見
舞
金
の
請
求
方
法

　
　

請
求
期
間
は
、
事
故
発
生
日
か
ら

２
年
以
内
で
す
。
共
済
期
間
中
に
交

通
事
故
に
あ
わ
れ
た
ら
、
次
の
書
類

を
添
え
て
、
生
活
安
全
課
ま
た
は

◆問い合わせ先
　生活安全課　生活安全係
	 （☎33－1111）
　白沢総合支所　市民福祉課
	 （☎44－2111）

白
沢
総
合
支
所
に
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

　

▽
交
通
事
故
証
明
書

　
　
　

自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
発

行
の
も
の
（
人
身
事
故
扱
い
）

　

▽
診
断
書

　
　
　

入
院
治
療
日
数
、
通
院
治
療
実

日
数
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
。

　

▽
会
員
証

　
　

	

（
紛
失
し
た
場
合
で
も
、
加
入
確

認
が
で
き
れ
ば
請
求
で
き
ま
す
。）

　

▽
印
鑑

　

▽
預
金
通
帳
又
は
口
座
番
号
の
わ
か

る
も
の
。（
郵
便
局
以
外
）

■
請
求
人
と
受
取
人

　

▽
見
舞
金

　
　
　

被
災
者
本
人
で
す
。
た
だ
し
、

被
災
者
が
未
成
年
の
場
合
は
親
権

者
に
な
り
ま
す
。

　

▽
弔
慰
金

　
　
　

会
員
が
交
通
事
故
に
よ
り
死
亡

し
た
場
合
、
加
入
時
に
会
員
が
指

定
し
た
方
。

共済見舞金の額

等級 災害の程度 支給額
（円）

１ 死亡した場合 100万

２ 入院通院日数
270日以上 30万

３ 入院通院日数
180日以上 15万

４ 入院通院日数
90日以上 7万

５ 入院通院日数
60日以上 5万

６ 入院通院日数
30日以上 4万

７ 入院通院日数
８日以上 3万

８ 入院通院日数
７日以下 2万

重度障害
見 舞 金

自動車損害賠償法
施行令第１級か第
２級の障害

30万

　福島県市民交通災害共済は、交通事故被災者の方を
救済する目的で、県内の13市で運営している共済制度
で、国内の交通事故による災害の程度に応じて、見舞
金が支給されます。
　万が一の交通事故に備え、ご家族全員でご加入する
ことをおすすめします。

��

広報もとみや　平成22年3月


